
　
今
回
の
六
月
会
議
開

催
に
あ
た
り
、台
風
19
号

災
害
の
復
旧
処
理
事
業

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
膨
大
な
事
務

の
迅
速
な
処
理
、そ
の
上

有
能
な
幹
部
職
員
を
突

然
失
う
と
い
う
事
件
も

重
な
っ
た
た
め
、職
員
の

事
務
負
担
軽
減
と
心
情

を
慮
っ
て
、多
く
の
議
員

が
一
般
質
問
を
辞
退
し

ま
し
た
。質
問
に
立
っ
た

三
名
の
議
員
も
、緊
急
度

の
高
い
テ
ー
マ
に
絞
り
、

控
え
目
に
質
問
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
渦

の
影
響
で
、議
会
と
諸
団

体
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
、多
く
の
議
会
活
動
が

制
限
さ
れ
た
た
め
、今
号

の「
議
会
だ
よ
り
」は
今

ま
で
に
な
い
ペ
ー
ジ
数

削
減
の
薄
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。し
か
し
、町
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　関

　
　悦
子

民
の
皆
さ
ん
へ
の
、開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
熱

（
厚
）い
思
い
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。今
後
と
も

ご
愛
読
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
何
か
と
困
難
な
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
が
、「
向
か

い
風
こ
そ
凧（
多
幸
）は
あ

が
る
」（
チ
ャ
ー
チ
ル
）と

か
、お
互
い
頑
張
っ
て
乗

り
越
え
ま
し
ょ
う
。

第
一
弾
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
緊
急
事
態
宣
言

解
除
に
な
り
、
自
粛
ム
ー

ド
も
少
々
緩
和
に
向
か
い

始
め
た
の
で
、
定
例
の
町

議
会
に
ビ
デ
オ
撮
影
を
兼

ね
て
傍
聴
し
ま
し
た
。
こ

の
日
議
場
の
雰
囲
気
は
怪

し
げ
で
し
た
。
傍
聴
座
席

が
一
人
置
き
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
で
す
。

一
般
質
問
も
午
前
の
三
人

と
絞
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
議
員
や
関
係
者
は

す
べ
て
マ
ス
ク
を
し
て
い

ま
し
た
。

開
始
時
の
傍
聴
者
は
私

一
人
で
、
後
に
お
二
人
が

着
席
し
、
計
三
人
で
す
。

私
は
数
年
前
か
ら
町
の
ビ

デ
オ
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

事
務
局
に
許
可
を
得
て
一

般
質
問
の
ビ
デ
オ
を
少
し

ず
つ
撮
り
貯
め
し
て
い
ま

す
。二

年
ほ
ど
前
に
傍
聴
し

た
と
き
、
発
言
者
の
顔
が

見
え
ず
、
後
姿
に
つ
い
て

や
や
不
満
が
あ
り
ま
し

た
。発

言
者
の
様
子
と
回
答

者
の
応
酬
も
議
場
の
大
切

議会傍聴記

「議場のモニターが議会の傍聴に一役を」
中央 吉田　健二

な
雰
囲
気
で
す
。
ロ
ー
カ

ル
テ
レ
ビ
の
実
況
を
見
て

い
る
よ
り
も
生
の
や
り
取

り
こ
そ
来
た
甲
斐
が
あ
る

と
い
う
も
の
。
議
論
に
対

す
る
熱
意
や
人
柄
に
触
れ

て
初
め
て
こ
の
場
に
臨
ん

で
町
の
暮
ら
し
方
の
羅
針

盤
が
伝
わ
る
は
ず
で
す
。

後
日
町
の
議
員
さ
ん
と
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
の
交
流

会
で
そ
の
こ
と
を
事
務
局

に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
早
速

テ
レ
ビ
中
継
画
像
の
モ
ニ

タ
ー
を
傍
聴
席
に
向
け
て

置
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

（
写
真
１
）。
そ
の
後
モ
ニ

タ
ー
テ
レ
ビ
は
、
ど
う
や

ら
毎
回
活
躍
し
て
い
る
よ

う
で
、
あ
る
時
小
学
生
の

生
徒
さ
ん
た
ち
が
社
会
勉

強
に
来
た
時
に
生
徒
さ
ん

の
視
線
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
多
分
モ
ニ

タ
ー
も
見
て
く
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
と
勝
手
に
思
い

ま
し
た
（
写
真
２
）。

今
回
の
百
年
に
一
度
の

感
染
症
の
恐
ろ
し
さ
は
新

し
い
生
活
ル
ー
ル
を
即
座

に
変
え
る
パ
ワ
ー
が
あ

り
、
極
度
に
暮
ら
し
方
を

変
え
る
こ
と
も
な
け
れ
ば

よ
い
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

問
題
や
防
災
の
質
問
も
答

弁
も
マ
ス
ク
の
中
で
声
を

絞
り
出
す
姿
が
モ
ニ
タ
ー

を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
ビ
デ
オ
を
撮
り
な

が
ら
こ
の
場
の
活
動
情
報

を
伝
え
あ
い
、
災
い
を
知

恵
と
マ
ナ
ー
で
払
い
除
け

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。（写真１）市村町長の答弁（写真２）栗が丘小学校6年生の議会学習
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◎長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について　　　　　　　　　
（東筑摩郡筑北保健衛生施設組合の脱退によるもの）　　　　 全員賛成

・庁舎玄関自動ドア等改修工事… 369万4千円
　正面入り口自動ドア他の１か所

・千曲川堤外地町道舗装修繕工事…3,000万円
排土により傷んだ道の舗装道路全面打ち
替え

・小学校プール修繕……………………40万円
　15年経過したプール床面の舗装修繕 

第４号補正予算（3,780万円）

・北斎ホール暖房温水ポンプ他交換修繕工事
　 52万8千円
　地下機械室内の温水ポンプ

・給食費の公費負担費………… 177万8千円
　小中学校の４～５月分について無償とする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

・小布施町税条例の一部を改正する条例
　新型コロナウィルス感染症の影響に伴う

地方税の対応
 〈全員賛成〉
・小布施町特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

 〈全員賛成〉
・小布施町家庭的保育事業等の設備及び運

営関する条例の一部を改正する条例　
 〈全員賛成〉
・小布施町放課後児童健全育成事業の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例 〈全員賛成〉

条例の一部を改正する条例　７件

規約の変更

第１号　義務教育国庫負担金制度の堅持・拡充を求める請願 全員賛成
第２号　国の責任による３５人学級推進と教育予算の増額を求める請願 全員賛成
第３号　種苗法の一部を改正する法律案の慎重審議を求める請願 賛成多数

請　願

第１号　　妊婦を対象とした歯科健康診査の実施を求める陳情 全員賛成

陳　情

・小布施町後期高齢者医療に関する条例の
　一部を改正する条例 〈全員賛成〉

・小布施町国民健康保険条例の一部を改正
する条例

　新型コロナウィルス感染症に係わる「傷
病手当金」 〈全員賛成〉

・小布施町介護保険条例の一部を改正する
条例

　消費税の10％引上げによる公費投入の完
全実施に伴い、市町村民税非課税世帯の
低所得高齢者の保険料軽減を強化　　　

 〈全員賛成〉

令和２年６月会議は６月１日から12日まで開会し、初日、町長から町政運営等について説明がありました。
議事内容は主に新型コロナ感染症拡大防止の強化と町民生活と事業者等への支援事業に関連するものでした。
また、コロナ感染防止のため、一般質問の内容、質問者数をしぼるとともに、議場内にアクリル板を設置し、

座席の間隔を開け、マスクを着用する、換気に留意するなど、コロナ対策に配慮した運営を行いました。

◎新型コロナウィルスに関する経済対策、
　感染症防止対策事業（第３号） １億１，８１４万２千円

◎小布施国民健康保険条例の一部を改正する条例
　新型コロナウィルス感染症に関わる「傷病手当金の支給」

◎学校給食費４～５月分については無償化（第４号）
 １７７万８千円

◎栗ケ丘小学校トイレ改修工事請負契約の締結　
　北野・黒崎特定建設工事共同体　 １億３，０９０万円

町長提出議案 条例改正 ７件
 補正予算 ３件
　　　
 規約の変更 １件
 契約 １件
請　願  ３件
陳　情  １件

６月会議がスタート

（新型コロナウィルス感染症対応
地方創生臨時交付金活用事業）

・プレミアム商品券の販売 1,628万9千円
　500円券×26枚=13,000円分を
　１セット10,000円で５千セット限定
・コロナウィルス終息後の街の賑わい創出事業
 300万円

・住宅リフォーム等促進事業 200万円
町内施工業者に発注して住宅等の改修等に要
した経費の一部を補助　

100件×20万円（限度額）
　補助率は工事金額の20%

・商工業者等家賃補助金 1,200万円
コロナウィルスの影響を受け､売上げの減少し
ている事業所　３月～５月分の店舗賃借料補
助 補助率３分の１（20万円限度）

一般会計1億5,594万2千円の補正予算を可決

可決した主な議案

第３号補正予算（1億1,814万2千円）

審議案件

・休業要請対象外事業所等交付金 600万円
　県の協力支援金該当外の事業者（土産物店等）

・テークアウト､デリバリー支援補助金 200万円
　非対面販売を始めた飲食店に
　１事業所　10万円限度で　20事業所

・子育て世帯臨時給付金 1,625万円
　児童手当の受給世帯　1,480世帯に1万円給付

・小布施町ひとり親家庭応援事業 300万円
　一人２万円で150人分

・商店街等活性化事業費 　2,300万円
　経営健全化資金保証料補助金
　経営健全化資金利子補給金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 他
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新型コロナウイルスに対する議会の対応 

町では２月27日、新型インフルエンザ等対策本部条例に基づき、新型コロナウイルス感染対策本部を立ち
上げ、感染防止の取り組みとして、当面は２月27日㈭から５月31日㈰まで、催事等開催の延期又は中止、子
育て・幼児教育・学校教育施設の休校並びに文化教育施設の臨時休館などを行いました。
このような町の新型コロナウイルスへの対応と足並みを揃えながら、議会の機能が停滞しないように、安
定的な運営と町の迅速な対応を支援するため次の活動を徹底しました。
１　小布施町議会としての危機管理
⑴　令和２年３月に策定した「小布施町議会業務継続計画（議会BCP）」に準じた対応をするため、
「小布施町議会新型コロナウイルス対策会議」を設置する。
⑵　発熱や風邪症状が見られる場合には、本会議や委員会への出席を自粛する。
⑶　議員として次の感染防止の徹底を図る。
ア　感染の拡大が続く地域への旅行や訪問などは自粛する。
イ　報道されているクラスターの発生が懸念される場所や活動への参加を自粛する。
ウ　事前に自宅での検温を実施し、37.5°C以上の発熱や風邪症状、吐き気、下痢、体のだるさがある
場合には、来庁を自粛する。
エ　家族が感染の拡大が続く地域を往来した場合には、感染対策の予防を徹底し、接触を極力避ける。
⑷　発熱（37.5°以上）が3日以上続き、体温が下がらないなど体調が悪い場合には、早めに「かかりつけ
医」へ相談（電話）しPCR検査の受検等について相談する。その際には、必ず議会事務局へ連絡す
る。家族も同様とする。
⑸　新型コロナウィルスの患者が発生した場合には「小布施町議会新型コロナウィルス対策会議」にお
いて日程変更も含めた対応態勢を検討する。
⑹　傍聴者が、「健康確認シート」において、体調不良を申告した場合は、傍聴の自粛を要請する。
２　本会議・委員会運営
⑴　手洗い・咳エチケットの徹底
⑵　マスクの着用
⑶　傍聴者の対応　
　　傍聴を希望される方には「健康確認シート」の記入協力を呼びかける。
⑷　「３密（密閉、密集、密接）」空間の改善
３　執行機関との情報収集・問合せ
⑴　議員から執行機関への問合せ（議員⇒執行機関）
　　緊急の場合を除いて執行機関への問合せは、議会事務局で集約し該当する所管課に持ち込む。
⑵　執行機関から議員への情報提供（執行機関⇒議員）
　　執行機関から議員への情報提供は議会事務局を通じ統一的に行う。

一般質問は、政策に取り組み、政策に生きるべき議員にとって、最も意義のある発言の場であり住民から
も重大な関心と期待を持たれる大事な議員活動であります。町議員も一般質問は議員としての責務であり使
命であるとの認識で、今まで議長を除く大方の議員は行ってきました。一般質問は、議題とは関係なく、行
財政全般にわたる議員主導による政策論議であるため、質問する議員も、受ける執行機関も、ともに十分な
準備が必要です。今回新型コロナウイルスの感染拡大防止への取り組み、特別定額給付金（10万円）の迅速
な事務処理による早期支給及び町独自の支援策として活用できる地方創生臨時交付金の計画策定等のため、
町側が最優先課題として取り組んでもらうために、町事務処理業務に支障が出ないよう６月会議一般質問は
この時宜にかなう緊急性・必要性のあるものに限定し、議員各々の判断により議会として協力することにし
ました。

議会では、昨年の町議会議員選挙後に新たに「小布施町議会・新たな議会活性化検討特別委員会」を立ち
上げ、「小布施町議会政策アシスター会議」を創設することといたしました。
より身近な議会であるとともに、気軽に住民の方に要望、提言、ご意見を言っていただき議会運営に反映
させていくものです。
今、議会ではアシスターの方を受け入れる体勢が整っているのですが、６月９日に委員会を開き募集の検
討をいたしましたが今般のコロナ過の状況下、まだ募集を実行することが困難と判断いたしました。募集の
時期については、行政の事業状況と照らし合わせながら実行したいと考えています。
その時には、是非、多くの皆様方の応募をお待ちしております。

７月１日、かねてより政策立案常任委員会
で調査されていました議会ICT化のペーパー
レス議会について、ソフトウエア開発会社に
よるデモンストレーションが議会会議室にて
リモートで実施されました。
実際に１人１台ずつタブレットを使いなが
らシステムを体験しました。

6月会議一般質問は時宜にかなう
緊急性・必要性があるものに限定

議場に間仕切りによるソーシャルディスタンス導入 委員会での密接回避の様子（一部腰掛実施等）

議会政策アシスター会議
新たな議会活性化特別委員会

新たな議会活性化検討特別委員会

委員長　小林　一広

議会ICT化デモンストレーション実施

政策立案常任委員会

補正予算

〇一般会計 1億466万3千円

　・防災・環境政策推進委託料 500万円

　・公会堂等空調設備設置事業補助金 388万5千円

　・統合型GIS構築対応デジタルオルソ作成委託料   

 258万5千円

　・生活支援ハウス特殊浴槽購入  1,060万円

　・わかば保育園給食室食器洗浄機修繕料  29万4千円

　・わかば保育園給食室冷凍冷蔵庫購入費  66万8千円

　・台風19号職員派遣経費 213万円

　・災害忌慰菌関係軽費 31万1千円

　・ガイドセンター管理委託料 174万2千円

　・統合型GIS構築対応道路台帳数値化業務委託量

 759万円

　・橋梁補修工事設計委託料 132万円

　・橋梁補修工事 2,628万円

　・下水道事業特別会計繰出金 7万円

　・公園費 114万円

４月会議 　４月22日に４月会議を行い、補正予算２軒、工事契約２件を審議し、それぞれ原案
のとおり可決しました。

　・おぶせミュージアム機械室内改修工事

 3,704万8千円

　・災害廃棄物等処理委託料 400万円

〇下水道事業特別会計 

　・実施設計書作成委託料 517万円

工事契約

・台風19号災害残土処分１工区地区工事請負契約の

変更

　〈契約金額〉変更前 1億6,919万1千円

　　　　　　　変更後 2億8,248万円

　〈契約期間〉　

　　変更前　令和２年２月20日から４月24日まで

　　変更後　令和２年２月20日から７月31日まで

・台風19号災害残土処分３工区地区工事請負契約

 6,700万1千円

５月会議 　５月14日に５月会議を行い、補正予算１件を審議し、原案のとおり可決しました。

補正予算

〇一般会計 12億932万6千円

　・庁舎配水管布張替工事 289万9千円

　・特別定額給付金事業費 11億1,785万9千円

　・子育て世帯臨時特別給付金給付事業費   

 1,419万6千円

　・感染症予防対策事業費  187万2千円

　・新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金

　　等負担金 600万円

　・教材備品タブレット購入費（小学校）

  4,410万円

　・教材備品タブレット購入費（中学校）

  2,240万円
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町では２月27日、新型インフルエンザ等対策本部条例に基づき、新型コロナウイルス感染対策本部を立ち
上げ、感染防止の取り組みとして、当面は２月27日㈭から５月31日㈰まで、催事等開催の延期又は中止、子
育て・幼児教育・学校教育施設の休校並びに文化教育施設の臨時休館などを行いました。
このような町の新型コロナウイルスへの対応と足並みを揃えながら、議会の機能が停滞しないように、安
定的な運営と町の迅速な対応を支援するため次の活動を徹底しました。
１　小布施町議会としての危機管理
⑴　令和２年３月に策定した「小布施町議会業務継続計画（議会BCP）」に準じた対応をするため、
「小布施町議会新型コロナウイルス対策会議」を設置する。
⑵　発熱や風邪症状が見られる場合には、本会議や委員会への出席を自粛する。
⑶　議員として次の感染防止の徹底を図る。
ア　感染の拡大が続く地域への旅行や訪問などは自粛する。
イ　報道されているクラスターの発生が懸念される場所や活動への参加を自粛する。
ウ　事前に自宅での検温を実施し、37.5°C以上の発熱や風邪症状、吐き気、下痢、体のだるさがある
場合には、来庁を自粛する。
エ　家族が感染の拡大が続く地域を往来した場合には、感染対策の予防を徹底し、接触を極力避ける。
⑷　発熱（37.5°以上）が3日以上続き、体温が下がらないなど体調が悪い場合には、早めに「かかりつけ
医」へ相談（電話）しPCR検査の受検等について相談する。その際には、必ず議会事務局へ連絡す
る。家族も同様とする。
⑸　新型コロナウィルスの患者が発生した場合には「小布施町議会新型コロナウィルス対策会議」にお
いて日程変更も含めた対応態勢を検討する。
⑹　傍聴者が、「健康確認シート」において、体調不良を申告した場合は、傍聴の自粛を要請する。
２　本会議・委員会運営
⑴　手洗い・咳エチケットの徹底
⑵　マスクの着用
⑶　傍聴者の対応　
　　傍聴を希望される方には「健康確認シート」の記入協力を呼びかける。
⑷　「３密（密閉、密集、密接）」空間の改善
３　執行機関との情報収集・問合せ
⑴　議員から執行機関への問合せ（議員⇒執行機関）
　　緊急の場合を除いて執行機関への問合せは、議会事務局で集約し該当する所管課に持ち込む。
⑵　執行機関から議員への情報提供（執行機関⇒議員）
　　執行機関から議員への情報提供は議会事務局を通じ統一的に行う。

一般質問は、政策に取り組み、政策に生きるべき議員にとって、最も意義のある発言の場であり住民から
も重大な関心と期待を持たれる大事な議員活動であります。町議員も一般質問は議員としての責務であり使
命であるとの認識で、今まで議長を除く大方の議員は行ってきました。一般質問は、議題とは関係なく、行
財政全般にわたる議員主導による政策論議であるため、質問する議員も、受ける執行機関も、ともに十分な
準備が必要です。今回新型コロナウイルスの感染拡大防止への取り組み、特別定額給付金（10万円）の迅速
な事務処理による早期支給及び町独自の支援策として活用できる地方創生臨時交付金の計画策定等のため、
町側が最優先課題として取り組んでもらうために、町事務処理業務に支障が出ないよう６月会議一般質問は
この時宜にかなう緊急性・必要性のあるものに限定し、議員各々の判断により議会として協力することにし
ました。

議会では、昨年の町議会議員選挙後に新たに「小布施町議会・新たな議会活性化検討特別委員会」を立ち
上げ、「小布施町議会政策アシスター会議」を創設することといたしました。
より身近な議会であるとともに、気軽に住民の方に要望、提言、ご意見を言っていただき議会運営に反映
させていくものです。
今、議会ではアシスターの方を受け入れる体勢が整っているのですが、６月９日に委員会を開き募集の検
討をいたしましたが今般のコロナ過の状況下、まだ募集を実行することが困難と判断いたしました。募集の
時期については、行政の事業状況と照らし合わせながら実行したいと考えています。
その時には、是非、多くの皆様方の応募をお待ちしております。

７月１日、かねてより政策立案常任委員会
で調査されていました議会ICT化のペーパー
レス議会について、ソフトウエア開発会社に
よるデモンストレーションが議会会議室にて
リモートで実施されました。
実際に１人１台ずつタブレットを使いなが
らシステムを体験しました。

議場に間仕切りによるソーシャルディスタンス導入 委員会での密接回避の様子（一部腰掛実施等）

議会政策アシスター会議
新たな議会活性化特別委員会

新たな議会活性化検討特別委員会

委員長　小林　一広
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一般質問Ｑ＆Ａ

指
定
避
難
所
の
感
染
予
防
対

策
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
増

加
設
定
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
な
ど
の
備
蓄
、
住
民
へ
の
避

難
所
で
の
生
活
指
導
に
つ
い
て
講
じ
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

当
町
の
対
応
に
つ
い
て
現
状

で
は
、
基
本
的
な
感
染
対
策
以

外
に
詳
細
な
検
討
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
第
２
波
・
３
波
が
来
る
こ
と
を

想
定
し
た
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
、
早
急
に
検
討
し
防
災
訓
練
の
内
容

に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
町
民
へ
の
周
知
は
、
方
向
性
が

定
ま
っ
た
段
階
で
、
防
災
訓
練
と
合
わ

せ
、
町
報
そ
の
他
の
広
報
媒
体
を
活
用

し
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

徒
の
学
業
、
生
活
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

竹内淳子議員

昨
年
末
か
ら
世
界
的
な
猛
威

を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
。
日
本
で
は
今
年
５
月
に
入
り
「
緊

急
事
態
宣
言
」
の
解
除
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
感
染
力
の
強
い
ウ
イ
ル
ス

は
今
後
第
２
波
、
第
３
波
と
な
っ
て
猛

威
を
振
る
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
町
の
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

①
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
防
止
の
対
応
に
つ

い
て
の
幼
保
園
・
小
中
学
校
、
老
人
福

祉
施
設
の
対
策
に
つ
い
て
　

②
医
療
施
設
支
援
に
つ
い
て

③
役
場
な
ど
公
共
施
設
の
予
防
対
策
に

つ
い
て

①
基
本
的
に
は
幼
保
小
中
学
校

と
も
３
密
に
な
ら
な
い
よ
う
工

夫
し
、
席
と
席
の
間
隔
を
あ
け
る
、
換

気
手
洗
い
の
徹
底
、
給
食
時
の
配
膳
に

よ
る
感
染
防
止
配
慮
、
施
設
の
消
毒
実

施
、
保
護
者
の
協
力
を
得
た
検
温
と
健

康
状
態
の
報
告
を
お
願
い
し
て
い
き
ま

す
。

　
老
人
福
祉
施
設
に
関
し
て
は
、
マ
ス

ク
の
配
布
、
感
染
拡
大
防
止
関
連
情
報

の
提
供
に
努
め
、
今
後
も
感
染
の
発
生

が
無
い
よ
う
予
防
と
発
生
防
止
に
努
め

ま
す
。

②
基
本
的
に
は
国
や
県
が
購
入
確
保
さ

れ
た
も
の
を
順
次
配
布
し
て
支
援
さ
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
医
療
機
関
の

状
況
に
も
注
意
し
、
物
資
の
確
保
が
困

難
な
場
合
に
は
支
援
す
る
こ
と
も
考
え

ま
す
。
今
後
町
と
し
て
は
マ
ス
ク
の
備

蓄
を
し
て
い
き
ま
す
。

③
施
設
内
の
こ
ま
め
な
喚
気
と
大
勢
の

人
が
集
ま
る
密
集
密
接
を
回
避
す
る
対

策
を
講
じ
、
利
用
者
の
協
力
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

福
祉
施
設
で
は
、
マ
ス
ク
の

備
蓄
に
不
安
が
あ
る
布
マ
ス
ク

を
使
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
聞
き
取

り
は
し
て
い
ま
す
か
。
医
療
機
関
へ
の

支
援
状
況
の
聞
き
取
り
は
し
て
い
ま
す

か
。
役
場
来
訪
者
は
車
で
待
っ
て
も
ら

う
方
法
は
考
え
ま
す
か
。

福
祉
施
設
、
医
療
機
関
に
は

状
況
を
確
認
し
ま
す
。
感
染
拡

大
時
に
は
車
内
で
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
も
考
慮
し
ま
す
。

こ
の
間
の
休
校
措
置
に
伴
い

児
童
の
不
安
、
保
護
者
の
ス

ト
レ
ス
は
相
当
高
ま
っ
た
と
思
い
ま

す
。
家
庭
学
習
に
つ
い
て
も
環
境
が
整

わ
な
い
家
庭
の
対
応
と
、
今
後
休
校
措

置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
先
生
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
の
相
談
は
考

え
る
か
伺
い
ま
す
。

小
学
校
の
休
業
中
の
学
習
に

つ
い
て
は
、
プ
リ
ン
ト
に
し
て

取
り
組
み
や
す
く
し
音
楽
や
図
工
な
ど

実
技
、
生
活
表
で
規
則
正
し
い
生
活
へ

の
支
援
な
ど
工
夫
を
し
ま
し
た
。
中
学

校
は
、
細
か
く
学
習
範
囲
を
提
示
し
、

補
助
プ
リ
ン
ト
で
苦
手
な
生
徒
も
理
解

し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
、
家
庭
訪
問

や
電
話
に
よ
る
生
徒
の
様
子
の
把
握
を

し
ま
し
た
。
今
後
休
校
措
置
が
出
た
場

合
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
生

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

永
井
健
康
福
祉
課
長

福
祉
施
設
・
医
療
機
関
の
状
況
確
認
・

密
集
密
接
を
回
避
す
る
対
策
を
講
じ
ま
す

予
想
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
２
波
の

感
染
拡
大
の
対
応
に
つ
い
て

小
中
の
児
童
に
対
し
学
習
状
況
の

把
握
や
ケ
ア
に
努
力
し
て
い
ま
す

藤
沢
教
育
次
長

学
校
休
校
に
伴
う
児
童
生
徒
保

護
者
の
精
神
的
ケ
ア
に
つ
い
て

早
急
に
検
討
し
て
い
き
ま
す

大
宮
総
務
課
長

避
難
所
の
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
に
つ
い
て

県内の避難所に設置された簡易テント
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一般質問Ｑ＆Ａ 一般質問Ｑ＆Ａ

　

河
川
事
務
所
で
現
在
対
策

工
法
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
る
段
階
と
聞
い
て
い
る

（
５
月
27
日
に
説
明
を
受
け
た
）。「
令

和
元
年
東
日
本
台
風
出
水
」
の
被
害
状

況
を
踏
ま
え
右
岸
堤
防
の
越
水
対
策

を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

堤
防
被
覆
型
工
法
の
採
用

に
伴
う
「
町
民
憩
い
の
場
」
と

な
っ
て
い
る
桜
並
木
の
保
存
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

堤
防
の
天
端
を
全
面
的
に

被
覆
し
な
く
て
も
強
化
は
可

能
な
場
合
も
あ
る
と
の
回
答
を
い
た

だ
い
た
。
今
後
、
具

体
的
な
工
法
検
討
に

際
し
、
町
も
一
緒
に

な
っ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　

発
表
さ
れ

て
い
る
河
道

掘
削
部
の
概
要
と
規

模
は
、
相
当
数
の
ダ

　

不
幸
に
し
て
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

全
員
が
小
布
施
に
こ
れ
か
ら
も
住
み
続

け
る
と
の
こ
と
で
す
。
地
域
の
愛
着
に

敬
意
を
表
し
ま
す
、
そ
の
よ
う
な
中
で

千
曲
川
を
管
理
す
る
国
と
千
曲
川
河
川

事
務
所
で
は
、
今
回
の
堤
防
決
壊
を
検

証
す
る
な
か
で
、
今
後
の
堤
防
補
強
と

し
て
全
体
を
包
み
込
む
「
被
覆
型
」
堤

防
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
千
曲
川
の
水
位
を
下
げ
る
こ
と

を
基
本
に
河
道
掘
削
や
遊
水
池
を
設
置

す
る
こ
と
な
ど
を
２
０
２
７
年
度
の
早

い
時
期
ま
で
に
段
階
的
に
行
う
こ
と
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
曲
川
河
川
事
務
所
の
計
画

発
表
で
は
、
全
体
被
覆
型
工
法

に
よ
り
決
壊
し
に
く
い
堤
防
と
し
な
が

ら
も
「
現
在
の
技
術
で
は
絶
対
に
決
壊

し
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
今
後

は
住
民
の
意
見
に
寄
り
添
い
堤
防
の
補

強
整
備
を
す
る
」
と
発
言
、
町
行
政
側

と
の
す
り
合
わ
せ
協
議
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

Q A

Q A

Q A

福島浩洋議員

畔
上
建
設
水
道
課
長

千
曲
川
堤
防
補
強
計
画
の
進
捗
状
況
は

右
岸
堤
防
の
越
水
対
策
を

強
く
要
望
し
て
い
く

「町民いこいの場」の千曲川桜堤

ン
プ
カ
ー
の
往
来
が
予
想
さ
れ
、
沿
線

住
民
へ
の
説
明
な
ど
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

現
在
、
河
道
掘
削
は
下
流
の

上
今
井
橋
、
立
ヶ
花
橋
上
流
の

２
か
所
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
整
備

状
況
を
踏
ま
え
段
階
的
に
行
う
予
定
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て
河
道
掘

削
の
ほ
か
砂
利
採
取
等
、
河
川
整
備
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
河
川
整
備
の
住
民
へ
の
説
明

は
行
わ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小布施町堤防補強区間

全体被覆型工法による補強堤防

Q A

Q AQ A

　

自
粛
や
休
業
に
よ
る
町
民
の

損
害
額
は
。
事
業
者
へ
の
補
償

は
。

　

損
害
額
は
把
握
で
き
て
い
な

い
。
国
や
県
の
支
援
策
で
対
応
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
も
取
り
組
む
。

　

休
校
中
の
学
校
で
学
習
と
交

流
維
持
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

プ
リ
ン
ト
や
生
活
表
、訪
問
・

電
話
で
生
徒
の
学
習
と
生
活
を

支
援
。
児
童
生
徒
の
交
流
に
グ
ラ
ン
ド

を
開
放
、
学
年
通
信
や
寄
せ
書
き
で
友

だ
ち
の
様
子
を
知
ら
せ
合
っ
た
。
今
後

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

心
身
の
育
ち
が
大
切
。
授
業

時
数
確
保
だ
け
に
し
な
い
よ
う
。

　

夏
休
み
短
縮
で
取
り
戻
し
た

い
。
運
動
会
・
音
楽
会
も
実
施
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
は
世
界
的

に
死
亡
者
が
少
な
い
。
生
命
と

人
権
、
生
存
権
尊
重
と
い
う
日
本
国
憲

法
の
考
え
方
が
根
付
い
て
い
る
の
も
一

因
と
考
え
ら
れ
る
。
台
風
、
コ
ロ
ナ
禍

と
、
役
場
職
員
は
町
民
の
命
と
生
活
を

守
る
た
め
激
務
を
懸
命
に
働
い
て
こ
ら

れ
た
。
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。
安
定
的

に
町
民
を
守
る
職
責
を
果
た
せ
る
よ
う

全
庁
体
制
や
職
員
増
、
心
身
の
健
康
保

持
体
制
を
教
訓
と
し
て
構
築
い
た
だ
き

た
い
。　

職
員
の
健
康
維
持
は
急
務
と

考
え
ま
す
。
管
理
職
も
含
め
た

全
職
員
へ
の
面
談
、
長
時
間
勤
務
の
実

態
把
握
、
柔
軟
な
人
事
配
置
で
、
偏
っ

た
業
務
負
担
が
起
き
な
い
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。
職
員
の
増
員
も
検
討
し
ま
す
。

　

責
任
を
分
か
ち
合
え
る
正
規

職
員
を
増
員
す
べ
き
で
す
。

　

自
立
選
択
後
の
財
政
状
況
下

で
職
員
削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
き
た
。
正
規
職
員
増
を
は
か
り
た
い
。

Q AQ A

Q AQ A

小林正子議員

職
員
の
健
康
維
持
は
急
務

面
談
ケ
ア
、
長
時
間
勤
務
と
遍
重
改
善
、

正
規
職
員
増
に
努
め
る

市
村
町
長

　

対
面
自
粛
だ
が
保
健
師
さ
ん

な
ら
感
染
対
策
し
て
可
能
で
は
。

　

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
が「
お

元
気
コ
ー
ル
」
で
２
７
６
名
中

２
１
４
名
と
対
話
、
希
望
者
宅
を
訪
問
。

健
康
を
心
配
し
た
が
畑
仕
事
等
で
元
気

に
過
ご
さ
れ
て
い
た
。
民
生
委
員
さ
ん

と
も
情
報
共
有
し
、
継
続
対
応
し
ま
す
。

　

自
粛
で
子
育
て
世
帯
の
負
担

は
相
当
。
町
独
自
の
支
援
策
を
。

　

国
の
給
付
に
１
万
円
上
乗
せ

よ
り
幅
広
く
支
給
。
別
に
、
ひ

と
り
親
家
庭
と
就
学
援
助
受
給
家
庭
に

18
歳
ま
で
２
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

町
民
の
命
と
生
活
を
守
る
対
策
は

二
つ
の
災
害
の
教
訓　

役
場
職
員
の
健
康
保
持
の
対
策
を

Q AQ A

Q AQ A

Q AQ A Q A

Q A

Q A

学
校
は
子
ど
も
を
見
守
り

つ
づ
け
ま
し
た

感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
つ
つ

100
％
実
施
へ

93
％
に
届
け
ま
し
た

具
体
的
に
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん

食
費
の
増
加
な
ど
へ

国
支
援
に
上
乗
せ
給
付

支
援
策
を
周
知

中
島
教
育
長

永
井
健
康
福
祉
課
長

須
藤
企
画
政
策
課
長

冨
岡
産
業
振
興
課
長
補
佐

益
満
課
長
補
佐

大
宮
総
務
課
長

休
校
中
の
学
校
の

取
り
組
み
は

一
人
ぐ
ら
し
高
齢
者
に
保
健
師
さ

ん
訪
問　

町
独
自
の
子
育
て
支
援

国
の
10
万
円
給
付
は

受
付
窓
口
か
ら
相
談
へ

小
布
施
町
の
影
響
額
は
ど
う
か

　

国
の
10
万
円
給
付
は
順
調

に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
手

続
き
困
難
世
帯
へ
は
出
向
い
て
説
明
を
。

　

一
刻
も
早
く
と
健
康
福
祉

課
と
も
連
携
し
て
進
め
、
現
時

点
で
93
％
に
届
け
ま
し
た
。
感
染
防
止

対
策
を
行
い
、
個
別
に
直
接
訪
問
で
の

対
応
も
し
ま
す
。

　

窓
口
の
対
応
か
ら
困
り
ご
と

を
察
知
し
て
相
談
へ
の
対
応
を
。

　

支
援
策
を
周
知
し
、
支
援
が

行
き
わ
た
る
よ
う
努
め
ま
す
。

Q AQ AQ AQ AQ A
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平
成
20
年
１
月
24
日

平
成
21
年
５
月
７
日

平
成
21
年
６
月
１
日

平
成
24
年
６
月
会
議

平
成
24
年
10
月
１
日

平
成
27
年
４
月

令
和
元
年
９
月

平
成
31
年
８
月
24
日

令
和
元
年
11
月
８
日

歴
代
通
年

平
成
22
年
２
月
13
日

平
成
23
年
２
月
９
日

平
成
23
年
６
月

平
成
24
年
６
月
会
議

平
成
22
年
３
月
17
日

平
成
22
年
度

平
成
19
年
４
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
は
定
数
18
名

か
ら
14
名
に
削
減
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
新
人
議
員
が
７
名
と
半
数
を
占
め
、
議
会
の
新
し

い
あ
り
方
と
議
会
改
革
を
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
（
竹
内
宏
美
委
員
長
）

以
後
、
今
日
ま
で
議
会
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 議

会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置

住
民
の
皆
さ
ん
の
声
や
ご
提
案
を
町
政
に
反
映
し

て
行
く
に
は
、
そ
の
ご
提
案
を
議
会
と
し
て
調
査
・

検
討
を
し
政
策
と
し
て
立
案
を
し
て
実
現
を
す
る
こ

と
で
す
。

全
国
で
も
初
め
て
の
政
策
立
案
特
別
委
員
会
の
新

設
で
、
翌
々
年
の
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
表
彰
に

繋
が
り
ま
す
。

政
策
立
案
特
別
委
員
会
の
新
設

一
般
質
問
は
議
員
の
質
問
に
対
し
理
事
者
は
答
弁

し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
理
事
者
側
に
反
問
す

る
権
利
を
付
与
し
、
議
員
の
一
方
的
質
問
を
け
ん
制

し
、
議
論
を
深
め
ま
す
。

一
問
一
答
は
質
問
の
項
目
ご
と
に
答
弁
が
な
さ
れ
、

議
論
の
焦
点
を
絞
り
深
堀
し
た
議
論
が
で
き
ま
す
。

反
問
権
・一
問
一
答
の
導
入

住
民
の
皆
さ
ん
よ
り
「
陳
情
書
」
「
請
願
書
」
が

議
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
切
実
な
要
望
で

あ
り
ま
す
。
従
来
は
書
面
に
て
理
解
を
し
て
採
択
の

可
否
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
請
願
者
等
に
委
員
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

直
接
ご
本
人
の
「
生
の
声
」
を
お
聞
き
し
、
よ
り
深

い
理
解
の
も
と
採
択
の
可
否
を
決
め
て
い
ま
す
。

陳
情
・
請
願
者
に
説
明
の
機
会
を

議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
、
議
会

と
議
員
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
な
ど
を
明

記
し
、
議
会
及
び
議
員
の
活
動
の
活
性
化
と
充
実
に

必
要
な
議
会
運
営
の
基
本
事
項
を
定
め
、
町
民
に
信

頼
さ
れ
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
こ
と
を

明
文
化
し
た
も
の
で
す
。

議
会
と
議
員
に
と
っ
て
は
自
ら
に
責
任
を
負
わ
せ

る
も
の
だ
け
に
、
制
定
を
し
て
い
る
議
会
は
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
布
施
議
会
の
議
会
改
革
の
強
い

決
意
で
す
。

議
会
基
本
条
例
の
制
定

議
会
議
員
選
挙
が
２
期
連
続
で
無
投
票
で
あ
っ
た

の
で
、
議
会
内
に
議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
（
関
悦
子
委
員
長
）

議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置

４
月
に
実
施
さ
れ
た
議
会
議
員
選
挙
が
「
３
期
連

続
の
無
投
票
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
議
会
は

深
刻
に
受
け
と
め
「
新
た
な
議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
」
を
９
月
20
日
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

全
国
で
は
初
め
て
、
公
募
の
皆
さ
ん
と
「
議
会
政

策
ア
シ
ス
タ
ー
会
議
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
渦
の
落
ち
着
き
を
み
て
ア
シ
ス
タ
ー

の
募
集
に
入
り
ま
す
。
（
小
林
一
広
委
員
長
）

議
会
政
策
ア
シ
ス
タ
ー
会
議
の
導
入

来
る
４
月
に
実
施
さ
れ
る
議
会
議
員
選
挙
が
「
３

期
連
続
の
無
投
票
」
に
な
ら
な
い
た
め
、
何
と
か
選

挙
で
議
員
は
選
ん
で
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
議
会
と

し
て
「
議
員
の
な
り
手
不
足
検
討
会
」
を
、
公
募
の

町
民
10
名
と
議
員
６
名
で
設
置
し
ま
し
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足
は
全
国
的
な
課
題
の
た
め
、

小
布
施
町
議
会
の
取
組
み
は
テ
レ
ビ
で
全
国
に
放
映

さ
れ
関
心
は
高
ま
り
ま
し
た
が
「
３
期
連
続
の
無
投

票
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（
小
渕
晃
会
長
）

議
員
の
な
り
手
不
足
検
討
会
の
設
置

全
国
の
議
会
部
門
に
お
い
て
、
議
会
だ
よ
り
を
活

用
し
て
、
議
会
改
革
地
域
活
性
化
を
進
め
て
い
る
こ

マ
ニ
ュ
フ
エ
ス
ト
大
賞
の
受
賞

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
町
政
に
反

映
す
べ
く
、
以
前
か
ら
積
極
的
に
意
見
交
換
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

小
布
施
町
農
業
委
員
会

小
布
施
町
教
育
委
員
会
及
び
小
・
中
学
校

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
定

議
会
の
活
動
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
、
皆
さ

ん
の
ご
提
案
を
お
聞
き
し
政
策
に
反
映
を
し
て
ま
い

る
た
め
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
第
１
回
目
は
気
軽

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
新
た
に
新
築
さ
れ

た
「
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」
の
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

以
来
、
今
日
ま
で
地
域
に
お
伺
い
す
る
「
出
前
報

告
会
」
も
取
り
入
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
報
告
会
の
開
催

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
地
域
の
振
興
発
展
及

び
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
議
会
活
性
化
に
勤
め

た
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
越
将
俊
議
長
が
東
京

の
授
賞
式
に
臨
み
ま
し
た
。

全
国
表
彰
の
受
賞

４
月
に
実
施
さ
れ
た
議
会
議
員
選
挙
が
無
投
で

あ
っ
た
の
で
、
議
会
内
に
議
員
定
数
等
検
討
会
の
設

置
を
し
ま
し
た
（
関
谷
明
生
委
員
長
）

議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置

常
任
委
員
会
の
従
来
の
進
行
は
、
議
案
の
質
疑
は

町
理
事
者
の
出
席
を
求
め
議
員
と
対
面
で
質
疑
を
重

ね
た
後
、
そ
の
場
に
お
い
て
議
案
を
採
決
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
議
員
間
討
議
の
導
入
」
に
よ
り
、
議

案
の
質
疑
を
終
え
た
時
点
で
町
理
事
者
に
退
席
を
い

た
だ
き
、
議
員
14
名
で
討
議
を
行
い
議
案
を
採
決
い

た
し
ま
す
。
そ
の
場
に
町
理
事
者
が
い
ま
せ
ん
の
で

忌
憚
の
な
い
意
見
が
出
さ
れ
充
実
し
た
討
議
を
経
て

議
案
を
採
決
し
ま
す

議
員
間
討
議
の
導
入

通
年
議
会
に
な
り
ま
す
と
議
会
や
委
員
会
が
い
つ

で
も
開
催
で
き
ま
す
。
従
来
の
３
・
６
・
９
・
12
月

定
期
議
会
の
開
催
で
な
く
、
懸
案
事
項
が
出
ま
し
た

ら
直
ち
に
議
会
が
開
催
さ
れ
、
敏
速
な
対
応
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
白
老
町
、
宮
城
県
蔵
王
町

北
海
道
福
島
町
、
神
奈
川
県
開
成
町

千
葉
県
長
生
町
、
長
野
県
軽
井
沢
町
に
続
い
て
全

国
で
７
番
目
で
し
た
。

通
年
議
会
の
導
入

小
布
施
町
議
会
の
議
会
改
革
の
視
察
に
全
国
各
地

の
議
会
か
ら
お
出
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
は
北
海
道
江
別
市
議
会
を
は
じ
め
南
は
長
崎
県

議
会
視
察
に
全
国
か
ら
来
町

長
崎
市
議
会
ま
で
の
29
都
道
府
県
で
、
413
名
で
し
た
。

特
に
大
分
県
議
会
の
視
察
に
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

視
察
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
更
な
る
議
会
改
革

に
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

小
布
施
町
自
治
会
連
合
会

小
布
施
町
文
化
協
会

小
布
施
町
部
落
解
放
同
盟

小
布
施
町
土
地
改
良
区

小
布
施
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

小
布
施
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
関
悦
子
議
長
が
東
京
の
授

賞
式
に
臨
み
ま
し
た
。

小布施町議会　　　　　改革のあゆみ

議会視察に全国から来町
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